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松本謙一 （昭和50年代～）

グループ化と国際展開の時代

昭和38年（1963年）、松本謙一はサクラ精機として初めて、欧米への単独出張
に赴きました。 74日間に及ぶ長期出張では、ロンドンで開催された「国際病院
設備及び医療機器展示会」への出展をはじめ、欧米の医療機器市場の実態を
自らの目で把握し、将来の海外展開の可能性を探りました。 その体験は、その
後の国際展開に向けた重要な出発点となりました。

海外展開の原点― 欧米視察から始まった第一歩

昭和45年（1970年）、サクラ精機は、滅菌装置分野で世界的評価を受けていた米
国アムスコ社と業務提携を結びました。 同社の高度な技術とノウハウはサクラ精
機の滅菌装置開発に活かされ、製品の品質と信頼性を飛躍的に高めました。
さらに同時期、米国マイルス・三共株式会社との販売提携を通じて、病理組織標
本作成機器「ティシュー・テック」のシステム販売を開始し、事業領域を大きく拡張
する契機となりました。

海外提携による国際化― 技術と市場の融合
平成17年（2005年）、千代田製作所とサクラ精機の合併により、新生「サクラ精機」
がスタートしました。 さらに、平成21年（2009年）サクラグローバルホールディング
が設立されて、「感染制御」と「病理診断」という二つの事業を中核とするグループ
体制が確立されました。

グループ経営の完成― 二つの中核事業へ

サクラ精機は病理診断事業を分社化し、昭和61年（1986年）に米国でサクラ
ファインテックUSAを設立、世界市場への本格参入を果たしました。 その後、ア
ジアや欧州へと拠点を拡大し、現在では欧州に14拠点を構えるまでに成長して
います。 平成13年（2001年）にはサクラファインテックジャパンを設立し、国内
外における病理診断事業の体制強化を進めました。

病理事業の世界進出― 分社化とグローバル展開

昭和50年代に入ると、医療機器業界は成熟期を迎え、国際基準への対応や品質
保証体制の確立が強く求められるようになりました。 サクラ精機は製品開発にと
どまらず、人材育成と生産体制の強化にも注力しました。
昭和53年（1978年）には長野に教育センターを開設し、さらに昭和56年（1981
年）には千曲工場が完成し、大型滅菌装置の本格的な生産体制を確立しました。

品質と体制の確立― 人材・生産基盤の強化

謙一は、企業経営にとどまらず、医療機器産業全体の発展と人材育
成にも尽力しています。 （一社）日本医療機器産業連合会（医機連）、
（一社）日本医療機器工業会（日医工）、海外医療機器技術協力会（
OMETA）などの業界団体において、長年にわたり業界の方向性づく
りに携わっています。 また次世代育成への取り組みとして、平成25年（2013年）に
は（一財）松本記念財団を設立し、世界で活躍できる医療・ヘルスケア人材の育成
を支援しています。 さらに、再製造単回使用医療機器（R-SUD）やGS1ヘルスケア
ジャパン協議会への参画を通じ、環境配慮と医療DXの推進にも貢献しています。 
こうした企業経営と社会貢献の両面での功績が評価され、平成8年（1996年）に
藍綬褒章、平成19年（2007年）には旭日中綬章を受章しました。

謙一は、昭和後期から現代に至る日本の医療機器産業において、国
際化、品質、そして社会的価値を一貫して追求し続けた指導者です。 
医療機器を単なる「医療の道具」から、「社会を支えるインフラ」へと
進化させた存在といえます。

業界と社会への貢献― 医療の未来を支える力
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江戸城天守閣

江戸の「金座」は、徳川家康が京都
の金細工師・後藤庄三郎を
招いてつくらせた 金貨・小
判の公式製造所。 江戸・京
都・駿府・佐渡に分散してい
た金座はやがて 江戸に一
本化されます。 現在の「銀
座」という地名は、同じく銀貨をつく
った 銀座役所があった場所に由来
します。

日本橋室町は、江戸時代の参勤交代という重要な制度の中心地であり
、多くの大名行列が行き交う活気ある場所でした。　いわしやの店が並
ぶ通りも日光街道、奥州街道で大名行列が通った道でした。

日本橋川にかかる橋で、1603年に架けられ、
東海道や中山道など五街道の起点として日本
の中心でした。同じころいわしやが泉州堺から
江戸に移り、商売をはじめました。

大名行列

日本橋

江戸の「金座」の由来
福徳神社

福徳神社は芽吹神社とも呼ばれ、
貞観年間（859～876年）創建さ
れたと伝えられ、五穀豊穣の神（
倉稲魂命）を主祭神として江戸時
代には徳川家康や秀忠も参詣し
たそうです。

「越後屋呉服店」「木屋」「にんべん」「山本海苔」
「千疋屋」など今でも残る老舗が数多く並んでい
ました。中でもひときわ注目を集めたのが江戸
の豪商・三井高利が開業した「越後屋呉服店」
です。それまでの常識を破る「呉服商い」で成功
を収め、のちの「三越百貨店」へと発展しました。

江戸幕府が最初に作った町、日本橋本町

本町という町名は、徳川家康が最初に地割を行った地で、江戸又
は日本橋の日本橋本町は、商業地として恵まれた立地を背景に
発展してきました。 なかでも三丁目は、かつて薬種商や医薬品流
通の中心地として栄え、その歴史を受け継ぐかたちで、明治時代
以降、製薬会社がこの地に根付いていきました。 現在も日本橋
本町には、医薬品産業と深く関わる企業が多く集まっています。

江戸時代の越後屋呉服店
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